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持続可能な
公共交通

ネットワークを
目指してモデルルート❶

　

こ
れ
ま
で
、市
民
バ
ス
を
利
用
し
た
複

数
拠
点
へ
の
移
動
は
困
難
で
し
た
が
、昨

年
度
に
新
設
し
た
中
心
市
街
地
循
環
線
を

利
用
す
る
こ
と
で
、例
え
ば
通
院
後
、自
宅

に
帰
る
ま
で
に
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
公
共
施
設
、金
融
機
関
な
ど
で
用
事
を

済
ま
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、い
く
つ
か
の
路
線
を
乗
り
継
ぐ

こ
と
で
、他
の
町
域
で
買
い
物
を
し
た
り
、

ド
ラ
マ
や
映
画
の
ロ
ケ
地
を
巡
る
な
ど
の

観
光
を
楽
し
ん
だ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
へ
の
移

動
手
段
と
し
て
利
用
し
た
り
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、市
街
地
循
環
線
な
ど
を

利
用
し
た
モ
デ
ル
ル
ー
ト
を
紹
介
し
ま

す
。モ
デ
ル
ル
ー
ト
を
参
考
に
、多
方
面
に

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
活
用
く
だ
さ
い
。

　

市
民
バ
ス
の
年
間
利
用
者
数
は
、近
年

約
30
万
〜
33
万
人
で
推
移
し
て
き
ま
し

た
。し
か
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、令
和
２
年
度
の
年
間

利
用
者
数
は
約
25
万
人
と
、例
年
よ
り
数

万
人
少
な
い
実
績
と
な
り
、運
賃
収
入
も

数
百
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

今
後
、人
口
減
少
に
よ
り
、利
用
者
数
は

さ
ら
な
る
減
少
が
予
想
さ
れ
ま
す
。市
民

バ
ス
を
利
用
す
る
人
が
増
え
る
こ
と
は
、

路
線
や
本
数
の
充
実
に
つ
な
が
り
ま
す

が
、反
対
に
利
用
者
数
が
減
れ
ば
、市
民
バ

ス
の
運
行
を
続
け
る
こ
と
は
難
し
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、利
用
者
数
の
減
少
が
予
想
さ
れ

る
一
方
で
、高
齢
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

市
民
バ
ス
の
必
要
性
は
年
々
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。利
用
者
か
ら
は「
運
転
免
許
証

を
返
納
し
た
の
で
、市
民
バ
ス
が
あ
り
と

て
も
助
か
り
ま
す
」と
い
っ
た
声
を
も
ら

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。市
民
バ
ス
は
、車
な

ど
で
の
移
動
が
困
難
な
人
に
と
っ
て
は
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

利
用
状
況
と
皆
さ
ん
の
要
望
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、路
線
と
運
行
時
間
を
見
直
し
て

き
ま
し
た
。今
後
も
市
民
ニ
ー
ズ
や
利
用

実
態
に
合
わ
せ
た
見
直
し
と
運
行
経
費
削

減
に
取
り
組
み
な
が
ら
、利
便
性
の
向
上

を
目
指
し
、持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

１
回
の
乗
車
に
つ
き
１
０
０
円
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。一
度
乗

り
換
え
を
し
て
目
的
地
に
向
か
う
場
合

は
、合
計
２
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

小
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。た
く

さ
ん
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
校
生
を
対
象
に
し
た
学
生
定
期

券
を
、１
カ
月
定
期
は
４
千
円
、３
カ
月

定
期
は
１
万
２
千
円
で
発
行
し
て
い
ま

す
。全
線
・
全
日
フ
リ
ー
パ
ス
で
す
の

で
、と
て
も
お
得
で
す
。

　

障
が
い
が
あ
る
人
は
、身
体
障
害

者
手
帳
や
療
育
手
帳
、精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
提
示
、運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た
人
は「
あ
し
が
る
く
ん
」

（
交
付
日
か
ら
１
年
間
無
料
）を
提
示
す

る
こ
と
で
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

※昨年度新設した中心市街地循環線は、医療機関、商業
施設、金融機関などが集積している中心市街地（迫町佐
沼地区、中田町加賀野地区など）それぞれの施設間を効
率的に結ぶもので、１周当たりの所要時間は約40分、１
日に８周します

　

市
民
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、交
通

弱
者
の
支
援
や
交
通
渋
滞
の
緩
和
な
ど
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。さ
ら
に
、１
人
を
１
㌔

㍍
運
ぶ
際
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、自
家
用

車
の
３
分
の
１
程
度
。環
境
に
優
し
い
市

民
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、地
球
温
暖

化
防
止
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
「
今
は
、車
が
あ
る
か
ら
市
民
バ
ス
は
必

要
な
い
」と
思
っ
て
い
て
も
、い
ざ
自
分
で

車
の
運
転
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、市

民
バ
ス
が
通
院
や
買
い
物
の
足
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。市
民
バ
ス
を
利
用
す
る

皆
さ
ん
か
ら
の
運
賃
収
入
が
、運
行
を
続

け
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
安
定
し
て
市
民
バ
ス
を
継
続
す
る

た
め
、そ
し
て
地
球
環
境
の
た
め
に
、ぜ
ひ

市
民
バ
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
バ
ス
の
各
路
線
の
時
刻
表
は
、３

月
に
毎
戸
配
布
し
た「
登
米
市
市
民
バ
ス

運
行
時
刻
表
」の
ほ
か
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
市
民

協
働
課（
地
域
づ
く
り
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　市民バスは2007年４月１日から本格運行を開始し、
主に各総合支所や各町域の中心市街地から市内の高校
や病院、市役所などの公共施設を目的地とするルート
で、現在11路線で運行しています。

モデルルート➋

環
境
に
も
優
し
い
市
民
バ
ス

安
定
的
な
運
行
を
目
指
し
て

市街地循環線を利用した買い物など 登米市の歴史を巡る旅
南方町から利用する場合
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各企業のPR動画を収録したDVDは、就職を希望する学生に活
用してもらうため市内や近隣の高校などへ配布しました。

　東北本線新田駅建て替えに係る「新田駅舎への感謝
の集い」は6月27日、新田駅前広場で開かれ、関係者や地
域住民など約40人が参加しました。
　新田駅は1894年に建設。登米地域の玄関口として127
年間にわたり人員や物資の輸送を通じて地域の発展を
支えてきました。新田駅は東北本線の駅舎としては最
も古く、年内の建て替えが予定されています。感謝の集
いでは地元の小学校と幼稚園の児童や園児たちが「今
までありがとうございました。これからも新田駅を大
事にしていきます」と新田駅舎への感謝のメッセージ
を述べました。

建て替え工事期間中は、既存駅舎脇に仮駅舎を設け、利用者に対
応します。新駅舎は年末に利用を開始する予定です。

森林への関心が少なかった生徒も、森林を維持し木材を利用し
ていく森の循環について学ぶ機会になりました。

　地域理解講演会「森林と人とのよりよい関係を求め
て～もっと身近に森林を～」は６月23日、佐沼高校（狩
野秀

ひで

明
あ き

校長、生徒692人）で開かれ、１年生221人が登米
森林組合の竹中雅

まさ

治
は る

参事から講義を受けました。
　同講演会は、森林の現状や林業との関わりを理解し、
地域の課題やSDGsとのつながりを考察することを目
的に実施。講義を通して林業の実情に触れた生徒から
は「日本の森林面積は世界的にも上位なのに木材の自
給率が低い」、「緑を維持して増やすことが必要」などの
意見が出され、森林資源を維持するための取り組みに
ついて考える契機になりました。

児童が作成した55個の手作り金メダルは、事前合宿中に「オン
ライン交流事業」の一環として選手に贈られます。

　「ポーランドオリパラ選手に手作り金メダルを贈ろ
う！」は６月22日、北方小学校（成瀬陽

よう

子
こ

校長、児童166
人）で開かれ、５・６年の児童55人が参加しました。
　同授業は、長沼ボート場でオリンピック・パラリンピ
ックの事前合宿をするポーランドボートチームとの交
流事業の一つ。作成された手作りメダルには児童の応
援メッセージを記し、後日市担当者を通じて選手に贈
られます。５年生の遊佐慶

けい

太
た

君は「金の折り紙を貼り合
わせるところが難しかったです。選手に金メダルを取
ってほしいという気持ちで作りました」と笑顔で話し
ていました。

　「土曜スタジオパークin 宮城『おかえりモネ』特集」
が６月19日、登米祝祭劇場で公開生放送されました。
　土曜スタジオパークは、NHKで毎週土曜日に生放送
されているトークバラエティー番組。登米市が舞台の
「おかえりモネ」に出演中の清原果

か

耶
や

さんと夏木マリさ
んをゲストに迎え、共演者との思い出話やドラマにも
登場する登米市の郷土料理「はっと汁」の試食などをし
ました。村上富

とみ

子
こ

さん（80）＝迫町光ヶ丘東＝は「能のシ
ーンで夏木さんが本当に笛を吹いてたのだと知り驚き
ました。舞台裏のいろいろな話が聞け、今後の放送がま
すます楽しみになりました」と笑顔で話しました。

公開生放送には、市内外から約360人の観覧者が訪れ、ドラマ
に出演する二人の撮影時のエピソードなどを楽しみました。

７月16日から一部展示品を入れ替えています。入れ替えた展示
品は、歴史博物館の企画展で展示しています。

　企画展「星よみのひと～登米地方の天文～」が６月19
日から９月５日まで、登米懐古館で開かれています。
　企画展では、月や星が描かれた絵画、武士の装いに用
いられた月の意匠などの天体をモチーフにした武士の
道具や衣装、仙台藩の天文学に貢献した登米地方の天
文学者・佐藤五

ご

郎
ろ

兵
べ

衛
え

が残した天文学に関する資料を
展示しています。菅原和

かず

宏
ひ ろ

さん（44）＝中田町仲町＝は
「江戸時代ですでに、こんなにちゃんとした天文学の資
料が存在していたことに感心しました。初めて懐古館
に来ましたが、とても見応えがありますね」と、満足そ
うに感想を話しました。

　「就職ガイダンスDVD収録会」は６月９から11 日ま
で、中田農村環境改善センターで開かれ、市内に事業所
などがある企業31社が参加しました。
　市では例年、対面での説明会を開催していましたが、
感染症拡大防止のため、昨年度からは企業紹介やメッ
セージなどを収録したDVDと企業紹介用ハンドブッ
クを作成しています。マルニ食品の浅野優

ゆ

理
り

さんは「今
は社員募集の場が限られているので、こうした機会が
あって助かります。絵や写真を使ってできるだけ分か
りやすいように工夫したので、会社の雰囲気が伝われ
ばうれしいです」と、収録に込めた思いを話しました。
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国
民
健
康
保
険
制
度
は
、病
気

や
け
が
を
し
た
と
き
に
、医
療
費

な
ど
を
給
付
す
る
医
療
保
険
制
度

で
す
。社
会
保
険
加
入
者
や
生
活

保
護
受
給
者
以
外
の
全
て
の
人
が

国
民
健
康
保
険
制
度
に
加
入
し
て

い
ま
す
。令
和
３
年
度
の
国
民
健

康
保
険
税
の
税
率
に
つ
い
て
、長

引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
経
済
的
影
響
に
配
慮
し
、被

保
険
者
全
員
が
対
象
と
な
る
医
療

分
の
均
等
割
を【
表
１
】の
と
お
り

２
千
円
引
き
下
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、税
制
改
正
の
影
響
を
抑

え
る
よ
う
、所
得
割
を
算
定
す
る

際
の
基
礎
控
除
額
を
変
更
し
た
ほ

か
、一
定
の
所
得
の
年
金
所
得
者

や
給
与
所
得
者
が
２
人
以
上
い
る

世
帯
は
、軽
減
判
定
所
得
基
準
額

の
計
算
方
法
を【
表
２
】の
と
お
り

変
更
し
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、総
務
部
税
務
課
の
窓

口
や
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。

総
務
部
税
務
課

（
国
民
健
康
保
険
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
段

階
的
に
軽
減
対
策
を
見
直
し
て
い

ま
す
。令
和
３
年
度
か
ら
は
、均
等

割
額
の
保
険
料
は
制
度
本
来
の
仕

組
み
で
あ
る
７
割
軽
減
に
戻
り
ま

す
。ま
た
、税
制
改
正
に
よ
り
均
等

割
額
の
軽
減
対
象
判
定
基
準
の
計

算
方
法
を
変
更
し
ま
し
た
。

▼
総
務
部
税
務
課（
国
民
健
康
保

険
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

▼
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

☎
０
２
２（
２
６
６
）１
０
２
１

◉ 　
　介護保険制度は、介護が必要な高齢者を社会全体で支えることを目的に創設された制度です。
　65歳以上の介護保険料は、介護サービス費用の総額見込み（給付実績や要介護認定者数などを勘案）
に基づき一人当たりの額を算出し、３年ごとに見直しています。

◉ 　
　介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、介護医療院などで、長期入所・短期入所のサービスを利用
する際の食費と居住費（滞在費）を軽減する制度です。
　８月から認定の基準と利用者負担上限額の一部を変更します。

　「介護保険負担限度額認定」、「社会福祉法人等利用者負担軽減制度」は申請が必要です。
　また、令和３年７月31日期限の認定証を持っている場合は更新手続きが必要となります。
詳細は問い合わせください。

福祉事務所長寿介護課、各総合支所市民課
福祉事務所長寿介護課（介護給付係）

☎0220（58）5551

◉ 　
　社会福祉法人などで提供している介護サービス（予防含む）を利用する際の食費や居住費（滞在費）などの自己負担額の
４分の１を軽減する制度です。
　利用者の状況やサービス内容によっては軽減されないものもあります。軽減の対象となるサービスや対象者の条件など
詳細は問い合わせください。
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ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉▼
森
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会（
森
公
民
館
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
３
８
７

▼
石
ノ
森
観
光

☎
０
２
２
０（
２
３
）９
８
２
２

◉▼
米
川
地
域
振
興
会（
米
川
公
民

館
）

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
１
５
５

▼
米
谷
交
通

☎
０
２
２
０（
４
２
）３
１
５
０

◉▼
錦
織
地
域
振
興
会（
錦
織
公
民

館
）

☎
０
２
２
０（
５
３
）３
０
０
３

▼
石
ノ
森
観
光

☎
０
２
２
０（
２
３
）９
８
２
２

◉▼
浅
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会
（
浅
水
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
０
０
８

▼
石
ノ
森
観
光

☎
０
２
２
０（
２
３
）９
８
２
２

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
地
域
づ
く
り
推

進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

通
院
や
買
い
物
な
ど
、日
常
生

活
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、市

内
の
４
地
区（
迫
町
森
地
区
、東

和
町
米
川
、錦
織
地
区
、中
田
町

浅
水
地
区
）に
お
い
て
、デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し

て
い
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

は
令
和
２
年
度
に
実
証
運
行
を

実
施
。本
年
度
か
ら
本
格
運
行
を

開
始
し
ま
し
た
。住
民
バ
ス
よ
り

も
き
め
細
か
く
目
的
地
を
結
び
、

高
齢
者
な
ど
に
優
し
い
地
域
内

の
交
通
手
段
と
し
て
、利
用
で
き

ま
す
。　

　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

は
、電
話
で
予
約
す
れ
ば
、自
宅

ま
で
迎
え
に
来
て
も
ら
え
ま
す
。

バ
ス
停
ま
で
の
移
動
が
困
難
な

人
に
優
し
い
公
共
交
通
で
す
。同

じ
時
間
帯
に
予
約
が
重
な
れ
ば
、

他
の
利
用
者
と
乗
り
合
い
と
な

り
、世
間
話
な
ど
を
楽
し
み
な
が

　

雇
用
動
向
の
悪
化
に
よ
る
収
入

減
少
や
食
費
な
ど
に
関
す
る
支
出

の
負
担
増
加
の
影
響
を
踏
ま
え
、

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分
）を
支

給
し
ま
す
。ひ
と
り
親
世
帯
分
と

重
複
し
て
受
給
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
令
和
３
年
度
の

住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る

人
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
❶
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
手

当
ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
を
受
け
て
い
る
❷
令
和
３
年

５
月
か
ら
令
和
４
年
３
月
ま
で
の

い
ず
れ
か
の
月
分
の
児
童
手
当
ま

た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
係
る

受
給
資
格
な
ど
の
認
定
を
受
け

た
❸
令
和
３
年
３
月
31
日
に
お
い

て
、平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
18
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
出

生
し
た
児
童
を
養
育
す
る
ま
た
は

令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
に
新
た

に
児
童
を
養
育
す
る
に
至
っ
た

▼
令
和
３
年
３
月
31
日
に
お
い

て
、18
歳
未
満
の
児
童（
障
が
い
児

に
つ
い
て
は
20
歳
未
満
）の
養
育

者
で
あ
っ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
令

和
３
年
１
月
以
降
に
家
計
が
急
変

し
、令
和
３
年
度
の
住
民
税
均
等

割
が
非
課
税
で
あ
る
人
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

児
童
一
人
当
た
り
一
律

５
万
円

※
ひ
と
り
親
世
帯
分
の
支
給
対
象

に
な
っ
た
児
童
に
つ
い
て
は
対
象

外
で
す

支
給
に
は
申
請
が
必

要
で
す
の
で
、申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
付
し
て
総
合
支
所
窓
口
へ

提
出
く
だ
さ
い

※
支
給
対
象
者
の
う
ち
❶
、❷
に

該
当
す
る
人
は
申
請
は
不
要
で
す

❶
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金（
ひ

と
り
親
世
帯
以
外
分
）申
請
書（
請

求
書
）❷
簡
易
な
収
入（
所
得
）見

込
額
の
申
立
書（
家
計
急
変
者
）

※
令
和
３
年
１
月
以
降
の
給
与

明
細
書
、年
金
振
込
通
知
書
な
ど

の
収
入
額
が
分
か
る
書
類
、事
業

収
入
、不
動
産
収
入
に
か
か
る
経

費
の
金
額
の
分
か
る
書
類
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
❸
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）の
写

し
❹
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
写
し
❺
戸
籍
謄
本
、住

民
票
な
ど
（
申
請
者
と
児
童
の
関

係
性
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
場

合
）

令
和
４
年
２
月
28
日

（
月
）

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
児
童
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

　国や県、市など行政への意見や要望に、行政
相談委員が応じます。相談は無料で秘密は守
りますので、気軽にご相談ください。

総務部総務課（総務係）
☎0220（22）2091

問い合わせ

迫総合支所市民課（地域振興係）
☎0220（22）2213
登米総合支所市民課（地域振興
係）☎0220（52）2111
東和総合支所市民課（地域振興
係）☎0220（53）4111
中田総合支所市民課（地域振興
係）☎0220（34）2312
豊里総合支所市民課（地域振興
係）☎0225（76）4111
米山総合支所市民課（地域振興
係）☎0220（55）2111
石越総合支所市民課（地域振興
係）☎0228（34）2111
南方総合支所市民課（地域振興
係）☎0220（58）2112

津山総合支所市民課（地域振興
係）☎0225（68）3111

開設場所

迫老人福祉センター

登米老人福祉センター

東和総合支所
相談室

中田老人福祉センター

豊里高齢者趣味の交流館

米山総合保健福祉センター
相談室
石越総合支所
ボランティア室
南方公民館
会議室
津山老人福祉センター
会議室
津山公民館

担当地区

迫

登米

東和

中田

豊里

米山

石越

南方

津山

❶

❷

☎

▼
電
線
や
電
話
線
の
あ
る
場
所
で

の
作
業
は
危
険
を
伴
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。事
前
に
最
寄
り
の
東
北

電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
連
絡
し
、立
ち

会
い
の
下
で
作
業
し
て
く
だ
さ
い

▼
作
業
す
る
際
は
、通
行
車
両
・
自

転
車
お
よ
び
歩
行
者
の
安
全
の
確

保
を
お
願
い
し
ま
す

▼
は
し
ご
か
ら
の
転
落
な
ど
に
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い

】建
設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
の
枝

葉
は
通
行
上
大
変
危
険
で
、道
路

に
張
り
出
し
た
枝
に
自
動
車
が
接

触
す
る
な
ど
、時
と
し
て
思
い
が

け
な
い
事
故
を
招
く
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

私
有
地
か
ら
張
り
出
し
て
い
る

樹
木
は
土
地
所
有
者
に
所
有
権
が

あ
り
ま
す
。次
の
よ
う
な
状
態
の

樹
木
な
ど
の
所
有
者
は
、伐
採
ま

た
は
枝
払
い
を
す
る
な
ど
適
切
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
道
路
・
歩
道
に
枝
が
出
て
い
る

▼
枯
れ
木
、枝
折
れ
な
ど
に
よ
り

通
行
に
支
障
が
あ
る（
ま
た
は
そ

の
恐
れ
が
あ
る
）

▼
樹
木
が
生
い
茂
り
、通
行
に
支

障
が
あ
る（
ま
た
は
そ
の
恐
れ
が

あ
る
）

▼
道
路
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が

見
え
に
く
い

▼
大
型
車
両
な
ど
の
通
行
に
支
障

が
あ
る

　

こ
れ
ら
が
原
因
で
交
通
事
故
が

起
き
た
場
合
は
、樹
木
な
ど
の
所

有
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ら
目
的
地
へ
向
か
え
ま
す
。

　

行
き
先
は
、登
録
さ
れ
た
医
療

機
関
や
商
店
、公
共
施
設
な
ど
の

拠
点
と
自
宅
で
す
。一
部
町
域
外

の
拠
点
も
あ
り
ま
す
が
、基
本
的

に
町
域
内
を
運
行
し
ま
す
。本
格

運
行
に
伴
い
登
録
拠
点
を
増
や
し

た
地
区
も
あ
り
、移
動
範
囲
が
広

が
る
こ
と
で
、よ
り
便
利
に
な
り

ま
し
た
。

　

利
用
登
録
を
す
る
と
１
回

３
０
０
〜
５
０
０
円
で
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。未
登
録
者
は

倍
額
で
す
。

　

８
月
か
ら
10
月
ま
で
、一
部
地

区（
迫
町
森
地
区
、東
和
町
錦
織
地

区
、中
田
町
浅
水
地
区
）で
、デ
マ

ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
未
登
録

者
を
対
象
に
、デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
無
料
お
試
し
乗
車
を
実

施
し
ま
す
。

　

無
料
お
試
し
乗
車
体
験
を
実
施

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
、２
回

分
の
無
料
お
試
し
券
が
毎
戸
配
布

さ
れ
ま
す
。利
用
登
録
を
し
て
い

な
い
場
合
は
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

　

☎

　

☎

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎0225（94）5111

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊊
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐ ☎
☎

㊐
☎

☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎0225（94）5111

㊍

㊋

㊌

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

  ◉日曜日：受付時間9:00～16:30
  ◉夜間：小児（６歳以上）の診察を希望す 
　る場合はご連絡ください
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

☎

 ▶

く
だ
さ
い
。

　

予
約
が
必
要
で
す
の
で
、事
前

に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
27
日（
金
）午
後
１
時

30
分
〜

市
役
所
南
方
庁
舎（
１
階

相
談
室
）

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

妊
娠
中
の
こ
と
や
出
産
、育
児

に
つ
い
て
、一
人
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。心
配
な
こ
と
、不
安
な
こ

と
を
相
談
く
だ
さ
い
。助
産
師
が

個
別
に
対
応
し
ま
す
。

８
月
17
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時

※
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す
。ま

た
、相
談
日
は
開
催
日
以
外
に
も

調
整
で
き
ま
す

】市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　

高
齢
者
で「
最
近
物
忘
れ
が
多

く
な
っ
た
」「
認
知
症
と
診
断
さ
れ

た
」な
ど
、気
に
な
る
こ
と
や
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
き
は
相
談

市
で
は
、７
月
１
日
付
け
で
行

政
組
織
を
改
編
し
ま
し
た
。

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
へ

の
対
応
を
は
じ
め
、大
規
模
化
す

る
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
危
機
事
案
に
対
し
、よ

り
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
た

め「
防
災
危
機
対
策
室
」を
設
置
し

ま
し
た
。

会
計
管
理
室
で
行
う

会
計
、契
約
や
検
査
に
関
す
る
業

務
体
制
を
明
確
化
し
、業
務
連
携

の
円
滑
化
を
図
る
た
め
会
計
部
門

を
改
編
し「
会
計
課
」と「
契
約
検

査
室
」を
設
置
し
ま
し
た
。

総
務
部
人
事
課

（
人
事
研
修
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
５

⇒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
延
期
し
て
い
た

「
令
和
３
年
登
米
市
成
人
式
」と

「
令
和
４
年
登
米
市
成
人
式
」の
日

程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉

】令
和

４
年
１
月
８
日（
土
）

令
和

４
年
１
月
９
日（
日
）

◉

佐
沼
、新
田
、

登
米
、石
越
、南
方
中
学
校
出
身
者

と
学
区
在
住
者

午
前
11
時
30
分
開

式（
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
20
分

受
け
付
け
）

東
和
、中
田
、

豊
里
、米
山
、津
山
中
学
校
出
身
者

と
学
区
在
住
者

午
後
３
時
開
式

（
午
後
２
時
〜
２
時
50
分
受
け
付

け
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、両

日
と
も
午
前
と
午
後
の
２
部
制
で

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す

登
米
総
合
体
育
館（
と
よ

ま
蔵
ジ
ア
ム
）

❶
❷

❸❶、❷

❶
❷

❸❶、❷

※
対
象
者
に
は
11
月
に
案
内
状
を

送
付
し
ま
す
。式
当
日
は
案
内
状

を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

※
12
月
ま
で
に
案
内
状
が
届
か
な

い
場
合
は
連
絡
く
だ
さ
い

◉
　

対
象
者
で
、令
和
４
年
登
米
市

成
人
式
の
企
画
・
運
営
に
協
力
で

き
る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
は
月
１
回
程
度
で
す
。実
行

委
員
に
協
力
い
た
だ
け
る
場
合

は
、８
月
12
日（
木
）ま
で
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い

教
育

委
員
会
教
育
部
生
涯
学
習
課（
生

涯
学
習
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

　

手
話
の
大
切
さ
や
聴
覚
障
が
い

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
講
座
で

す
。

❶
８
月
17
日（
火
）❷
８
月

20
日（
金
）❸
８
月
24
日（
火
）❹
８

月
27
日（
金
）❺
８
月
31
日（
火
）／

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）市

内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
人

市
手
話
通
訳
相
談
員
、ゲ

ス
ト
講
師（
聴
覚
障
が
い
者
）

20
人
程
度（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、メ
ー
ル（
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、手
話
教
室
受
講
希
望
と
明
記

の
上
、送
信
し
て
く
だ
さ
い
）福

祉

事
務
所
生
活
福
祉
課（
障
が
い
福

祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

死seikatufukusi@
city.tom

e.
m
iyagi.jp
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迫
　「登米市消防団迫支団地区分団合同訓練」（佐藤光

こう

一
いち

支団
長）は６月13日、長沼ボート場内漕艇場で開かれ、北方と新
田地区の消防団員84人が参加しました。
　合同訓練は大規模な演習や支団訓練が中止になっている
中、防災の基本的な技術の習得と団員同士の連携や意思疎
通を目的に実施。参加団員は、放水訓練やトランシーバーを
使った伝達訓練、水槽車の取り扱いについて説明を受ける
など、防災技術の向上に努めました。

登米
　「祖父母とともにふるさと学習」は６月25日、登米小学校
（岩渕達

たつ

郎
ろう

校長、児童203人）で開かれ、同小６年の児童29
人とその祖父母らがコースター制作を通して、登米町名産
品の天然スレートの加工方法を学びました。
　児童らは、国選定保存技術者の佐々木信

しん

平
ぺい

さんをはじめ
とした講師たちから、専用の工具で天然スレートを削る作
業を体験。児童は出来上がったコースターを眺めながら、
「自宅で大事に使いたい」と笑顔を見せました。

東和
　校外学習「歴史探検『錦織・嵯峨立地区見学』」（後藤あい校
長、児童57人）は６月１日、東和町の錦織・嵯峨立地区内で
開かれ、同小６年の児童11人が地域の歴史や文化などを学
びました。
　児童は、錦織地区在住の宮崎禎

さだ

義
よし

さんから説明を受けな
がら、錦織・嵯峨立地区の歴史ある場所を散策。児童は、普段
目にしている場所の知らなかった歴史を聞き、住んでいる
場所や地域の魅力について理解を深めました。

中田

豊里
　豊里小中学校（大場正

まさ

浩
ひろ

校長、児童生徒489人）の８年生
73人が６月16、23の両日、地元に伝わる県指定無形民俗
文化財「上町法印神楽」について学びました。
　16日は、同保存会の酒井政

まさ

隆
たか

会長を講師に、神楽の歴史
や演目の解説などについて受講。23日は、演目「日

やまとたけるのみこと

本武尊」
の実演を鑑賞しました。生徒らは、本番と同様の舞台が体育
館に準備された中での迫力ある神楽舞に、目を丸くしなが
ら鑑賞していました。

石越
　「石越音頭の指導」は６月８日、石越中学校（佐々木貴

たか

子
こ

校
長、生徒100人）で開かれ、石越地域婦人会が生徒らに伝統
の踊りを教えました。
　石越音頭は例年運動会で披露される演目で、6月12日の
運動会に向け、生徒らは練習を重ねてきました。当日は、運
動会を直前に控え、最終調整として婦人会とともに練習。お
手本を見ながら真剣に練習する生徒の姿に、婦人会の指導
にも自然と熱が入っていました。

津山
　NHK連続テレビ小説「おかえりモネ」の放送開始以降、
市の木工品に全国から多くの注文が寄せられています。
　津山木工センターでは通常の２倍以上の作品を製作。津
山木工芸品事業協同組合の阿部幸

ゆき

恵
え

さんは「NHKあさイ
チで取り上げられた矢羽模様の弁当箱は放送終了後10分
で在庫切れに。６月は例年の10倍以上の注文が入り、イン
ターネット注文は数カ月待ちの状態です」とうれしい悲鳴
を上げていました。

米山
　「東西幼稚園交流会」は６月11日、米山東幼稚園で開か
れ、米山東幼稚園の園児６人と米山西幼稚園の園児12人が
集い、米山町域に通う園児同士の交流を楽しみました。
　同交流会は、両園の園児同士の地域内交流を目的に毎年
開催。園児たちは、おやつに米山東幼稚園で採れたスナップ
エンドウや地域住民から差し入れされたイチゴを食べた
後、青空の下、元気いっぱいにみんなでかけっこなどをして
遊びました。

南方
　子ども農園事業「ポップコーン・サツマイモ植え・田植え
体験」（東郷地区コミュニティ推進協議会主催、伊藤幹

みき

生
お

会
長）は６月12日、東郷地区内で開かれ、同地区の児童と園児
42人が参加しました。　　
　子どもたちは、農作物の作り方を教えてもらった後、実際
に植え付けを体験。慣れない作業に最初は戸惑いが見られ
ましたが、一つ一つ丁寧に苗を植え付けていました。秋には
収穫祭が予定されています。

TOWNS TOPICS

　石森地区の「交通死亡事故抑止功労表彰」は６月１日、市
役所中田庁舎で開かれ、登米市交通安全対策協議会と佐沼
警察署から石森コミュニティ運営協議会（渡邉義

よし

昭
あき

会長）に
褒状が贈られました。
　同地区は、５月30日に交通事故死亡ゼロ千日を達成。渡
邉会長は「これまで、地域、関係団体の協力を得て啓発、啓蒙
活動に取り組んできた。引き続き、協力いただきながら交通
安全運動の普及に努力していきたい」と述べました。
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利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

　全国学校図書館協議会では、毎年「青少年読書
感想文全国コンクール」を実施しています。
　感想文を書くために、どのような本を読んだ
ら良いか悩んだときは図書館（室）にお越しくだ
さい。市内の図書館（室）では、コンクールの課題
図書を取り揃えています。
　また、その他小中高生の皆さんに読んでほし
い実話を元にした物語や伝記、読むと元気にな
る話などさまざまなジャンルの本を用意してい
ます。　
　感想文の書き方や観察のまとめ方など、知っ
ていると勉強がはかどりそうな本も取り揃えて
いますので、探している本などがあれば問い合
わせください。

　乳歯は、永久歯が正しい位置に生えるための案
内役です。乳歯の奥では永久歯が成長しているた
め、乳歯の虫歯は永久歯にも影響します。

子どもは１人では歯をきれいに磨け
ません。大人の手助けで歯の健康が守られます。

虫歯は初期の段階であれば健康な状態
に回復させることもできます。仕上げ磨きの際は、
歯の表面が白っぽくないか、歯の溝が茶色になっ
ていないか状態の観察を。

市民生活部健康推進課（地域保健係）
☎0220（58）2116



21 202021.8

Dream
Monthly Hot Communication

2020年７月２日生まれ
豊里町・白鳥　星矢さんの次女

ちゃん（１歳）

にぎやかな姉・兄の下に突然現れた
アイドル的存在。みんなにかわいが
られてすくすく大きくなってね。

Young
Monthly Hot Communication

　148㌢でＯ型です。
　高校２年のときからアイドルや

シンガーとして活動し、現在は仙台市のライ
ブハウスや野外ライブに登米市出身のアイ
ドルとして出演しています。小さいころから
人前に出ることが好きで、小学校の学芸会で
は主役を演じることもありました。今は自宅
で、ダンスや腹式呼吸のトレーニングなどの
自主練習にも励んでいます。たくさんの人に
私のことを知ってもらい、将来は全国のドー
ムでコンサートができるくらい有名になり
たいです。

　負けず嫌いです。歌や踊りの
レッスンでは、他の子には絶対に負けたくな
いと思って頑張っています。人と話すことが
好きなので、明るい性格だと思います。

　今は感染症防止のため、機会は減
りましたが、ジュニアリーダーを育成するシ
ニアリーダーとしても活動しています。

　ライブを見に行くことが好きで
す。好きなグループのライブを見るために、
福岡県まで行ったこともあります。

　今のアイドル活動を理解
してくれて、あまり怒らない優しい人が理想
です。

　大きなフェスに出
演することが今の目標です。たくさんの人の
前で踊りや歌を披露して、喜んでもらいたい
です。

　一度登米市を離れ
た若い人たちが、地元に帰ってきたくなるよ
うな魅力あるまちになるといいなと思いま
す。

Monthly Hot Communication

Child

2018年７月17日・2020年６月12日生まれ
中田町・並柳　大輔さんの長女・次女
蒔笑ちゃんと多笑ちゃんを見ている
と、家族全員が笑顔になります。これ
からも千葉家のアイドルでいてね。

人に感謝し、
人を支えられる人に

　私は、将来なりたい職業はまだ具体的に
決まっていません。実際に、私のような人は
多いと思います。しかし、中学から始めた剣
道を通し、仲間や先生方と関わる中で、人に
優しくできる強い信念を持った人になりた
いという理想を持つようになりました。
　剣道部の仲間たちからは、支え合い、力
を合わせることの大切さを学び、先生方か
らは、技術はもちろん相手を敬う気持ちと
いった精神面も教えていただきました。
　これまで多くの人に助けられ、支えられ
てきたので、自分も人との関わりを大切に
した職業を見つけたいと考えています。
　私は、職業は「自分はこんな人になりた
い」という夢を叶えるための手段だと思い
ます。これからさまざまなことを経験する
中で、自分の夢を叶えられるような職業に
出会いたいです。そしてどんなときも人に
寄り添い、感謝できる人間になれるように、
今を精一杯過ごしていこうと思います。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome

ちゃん（３歳）・ ちゃん（１歳）

かわいい笑顔でいつも家族を癒して
くれる甘えん坊な長男です。

くん（１歳）

2019年11月14日生まれ
米山町・追土地　和也さんの長男
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神
奈
川
の
運
送
会
社
で
ド
ラ

イ
バ
ー
や
っ
て
だ
と
き
の
山
梨
の

配
達
先
に
、お
母
さ
ん
が
勤
め
て

で
ね
。平
塚
に
七
夕
ま
つ
り
を
見

に
行
こ
う
っ
て
誘
っ
た
ん
だ
よ
。

仕
事
を
て
き
ぱ
き
こ
な
し
て

で
、好
印
象
だ
っ
た
ね
。

は
き
は
き
し
ゃ
べ
る
人
だ

な
っ
て
思
っ
た
よ
。

運
送
業
だ
か
ら
朝
が
早
か
っ

た
ん
だ
け
ど
、起
き
る
と
朝
ご
飯

と
弁
当
が
出
来
上
が
っ
て
て
ね
。

毎
日
本
当
に
あ
り
が
た
い
な
と

思
っ
た
よ
。

山
梨
の
田
舎
か
ら
神
奈
川

　　

「
仙
北
鉄
道
の
思
い
出
」

　

い
ま
だ
に
現
役
で
仕
事
が
で
き

る
事
に
、自
分
の
体
を
褒
め
て
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

毎
朝
７
時
に
出
勤
し
、話
題
の

「
お
か
え
り
モ
ネ
」を
見
な
が
ら
仕

事
の
準
備
に
掛
か
り
ま
す
。「
米よ

ね

麻ま

町ま
ち

な
ん
て
あ
っ
た
か
」「
は
っ
と
汁

は
こ
ん
な
に
豪
華
じ
ゃ
な
い
」「
主

役
よ
り
脇
役
の
人
が
方
言
が
上
手

い
」「
南
方
が
映
ら
な
い
」な
ど
と

考
え
な
が
ら
、日
々
楽
し
く
見
て

い
ま
す
。

　

最
近
は
南
方
町
に
あ
る
実
家
も

代
替
わ
り
に
な
り
、も
う
自
分
の

子
ど
も
た
ち
で
は
な
く
孫
や
ひ
孫

が
中
心
で
、話
は
通
じ
な
い
、田
舎

に
帰
っ
て
も
実
家
に
泊
ま
る
の
で

は
な
く
ホ
テ
ル
泊
ま
り
だ
な
ん
て

思
え
ば
、ふ
る
さ
と
も
年
々
遠
く

な
り
ま
し
た
。

　

広
報
と
め
に
何
を
書
こ
う
か
と

Monthly Hot Communication

One's Home

に
嫁
い
だ
か
ら
、当
時
は
整
備
さ

れ
て
る
街
並
み
が
す
ご
く
新
鮮

だ
っ
た
ね
。結
婚
直
後
に
新
車
を

買
っ
て
、伊
豆
ま
で
ド
ラ
イ
ブ
に

行
っ
た
の
が
楽
し
か
っ
た
ね
。

温
厚
だ
ね
。た
ぶ
ん
い
ろ
い

ろ
言
い
た
い
こ
ど
飲
み
込
ん
で
く

れ
て
ん
だ
ど
思
う
よ（
笑
）。

誰
に
で
も
平
等
で
み
ん
な

に
優
し
い
よ
。

二
人
で
力
を
合
わ
せ
る
こ

と
と
周
り
に
感
謝
す
る
こ
と
だ
ね
。

神
奈
川
に
い
た
と
き
も
登
米
に
来

て
か
ら
も
、人
や
地
域
に
う
ん
と

恵
ま
れ
て
き
た
か
ら
こ
こ
ま
で
こ

れ
た
と
思
っ
て
る
よ
。

出
会
っ
た
人
と
地
域
に
感
謝
し
て
る
よ

考
え
、「
そ
う
だ
。こ
の
話
が
分
か

る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
」と
思
い

付
き
、「
仙
北
鉄
道
」に
つ
い
て
お

伝
え
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

仙
北
鉄
道
が
走
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
人
は
多
分
、祖
父
母
・

ひ
祖
父
母
に
当
た
る
年
代
の
人
だ

と
思
い
ま
す
。今
で
い
う
と
、震
災

後
に
出
来
た
Ｂ
Ｒ
Ｔ
み
た
い
な
も

の
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

瀬
峰
駅
を
基
点
に
、北
西
へ
向

か
う
築
館
線
と
東
に
向
か
う
登
米

線
が
あ
り
、私
は
登
米
線
の
方
で

す
。起
点
は
瀬
峰
駅
、終
点
は
登
米

駅
、私
の
実
家
が
あ
る
旧
南
方
村

に
は
沼
崎
下
・
西
郷
・
高
石
・
板
倉

と
４
駅
が
あ
り
ま
し
た
。小
学
生

の
と
き
に
は
蒸
気
か
ら
ガ
ソ
リ
ン

カ
ー
に
な
っ
て
お
り
、小
さ
な
列

車
で
、１
両
ま
た
は
２
両
で
編
成

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
の
頃
、南
方
中
学
校
へ
は

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
は
歩
い

て
行
っ
た
の
で
す
が
、こ
の
鉄
道

を
使
う
子
た
ち
も
い
て
、う
ら
や

ま
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。昭
和

17
年
生
ま
れ
の
私
は
、33
年
に
は

東
京
へ
集
団
就
職
し
て
お
り
ま
す
。

上
京
の
た
め
、故
郷
を
離
れ
る
と

き
に
、西
郷
駅
か
ら
こ
の
列
車
に

乗
り
、見
送
っ
て
も
ら
っ
た
事
は

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
こ
そ
今
で
も「
仙
北
鉄

道
」は
私
の
心
に
残
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

今
月
は
、道
の
駅
み
な
み
か
た

「
も
っ
こ
り
の
里
」の
岡
安
邦く

に

彦ひ
こ

駅

長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

道
の
駅
み
な
み
か
た
に
は
、市

内
で
生
産
さ
れ
た
新
鮮
な
野
菜
な

ど
を
販
売
す
る「
農
産
物
直
売
所
」

と
地
元
の
食
材
を
多
く
使
っ
た
料

理
を
提
供
す
る「
地
域
食
材
レ
ス

ト
ラ
ン
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
こ
れ
ま
で
、

バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
食
事
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
、大
変
好
評
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
バ
イ
キ

ン
グ
を
中
止
し
、定
食
を
提
供
し

て
い
ま
す
。う
な
重
や
ミ
ッ
ク
ス

フ
ラ
イ
定
食
な
ど
、７
種
類
の
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
「
バ
イ
キ
ン
グ
の
お
か
ず
が
ま

た
食
べ
た
い
」と
い
っ
た
お
客
さ

ん
の
声
を
多
数
い
た
だ
い
た
の

で
、現
在
は
農
産
物
直
売
所
で
、お

か
ず
を
お
惣
菜
と
し
て
販
売
し
て

い
ま
す
。お
好
み
焼
き
は
、３
５
０

円
と
お
手
頃
な
値
段
な
が
ら
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
で
す
。

　

多
数
の
お
惣
菜
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、自
宅
で
バ
イ
キ

ン
グ
の
味
を
堪
能
く
だ
さ
い
。

道
の
駅
み
な
み
か

た「
も
っ
こ
り
の
里
」

☎
０
２
２
０（
５
８
）３
１
１
１

●
９
月
号
は
俳
句・川
柳
で
す
。住
所・氏
名・電
話

番
号
を
記
入
し
、７
月
30
日（
金
）ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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10
人５

０
０
円

良
縁

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
事
務
局
マ
リ
ッ
ジ
サ
ロ

ン
プ
レ
ジ
ー
ル（
担
当
＝
阿
部
）

０
１
２
０（
２
７
９
）３
６
０

死m
ariage.salonplaisir@

gm
ail.com

　

ト
イ
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
体
験
や

自
動
運
転
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

通
し
て
、身
近
な
生
活
に
あ
る
制

御
の
仕
組
み
を
楽
し
み
な
が
ら
学

べ
ま
す
。親
子
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

９
月
４
日（
土
）、５
日

（
日
）午
前
９
時
30
分
〜
正
午

登
米
総
合
産
業
高
校

県
内
在
住
の
人

15
人
程
度

無
料８

月
23
日（
月
）ま
で

住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
記
載
の

う
え
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー

ル
、は
が
き
の
い
ず
れ
か
で
送
付

く
だ
さ
い

〒
９
８
７
―
０
６
０
２
／
登
米
市

中
田
町
上
沼
字
北
桜
場
２
２
３
―

１
／
登
米
総
合
産
業
高
校
情
報
技

術
科（
担
当
＝
木
村
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）４
６
６
６

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

物
の
作
品

登
米
総
合
産
業
高

等
学
校

☎
０
２
２
０（
３
４
）４
６
６
６

　

常
設
展
は
、登
米
町
出
身
の
文

芸
家
で
仙
台
大
学
客
員
教
授
の
伊

達
宗む

ね

弘ひ
ろ

氏
や
、２
０
０
４
年
直
木

賞
を
受
賞
し
た
熊
谷
達た

つ

也や

氏
の
執

筆
作
品
を
紹
介
し
、文
芸
活
動
の

事
績
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

　

登
米
は
、太
古
の
時
代
か
ら
壮

大
な
山
河
を
つ
く
り
、森
を
形
成

し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
香
り
高

い
歴
史
と
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し

た
。こ
の
地
で
育
っ
た
両
氏
は
、自

然
と
人
間
と
の
関
わ
り
合
い
を
表

わ
し
、歴
史
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

後
世
に
伝
え
よ
う
と
執
筆
活
動
を

続
け
て
い
る
作
家
で
す
。

】教
育
資
料
館（
ふ
れ
あ
い

迫
公
民
館

20
歳
〜
40
歳
の
独
身
女
性

10
人千

円

■

♡

】８
月
22
日（
日
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

ア
ル
テ
ラ
ス
お
お
あ
み

35
歳
〜
45
歳
の
独
身
男
女

男
女
各
10
人

男
性
＝
３
千
円
、女
性

＝
千
円

■

】８
月
８
日（
日
）午
前
10
時

〜
正
午

迫
公
民
館

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
ま
ち
づ
く
り

推
進
課（
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

死m
achizukuri@

city.tom
e.

m
iyagi.jp

■

９
月
12
日（
日
）午
前
10
時

〜
正
午

迫
公
民
館

20
歳
〜
40
歳
の
独
身
男
性

10
人千

円

９
月
26
日（
日
）午
前
10
時

〜
正
午

　
「
宮
城
県
登
米
総
合
産
業
高
等

学
校
合
同
展
」を
開
催
し
ま
す
。

　

３
年
生
に
と
っ
て
は
３
年
間
の

集
大
成
と
な
る
作
品
で
す
。ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

７
月
31
日（
土
）〜
８

月
８
日（
日
）

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼

登
米
総
合
産
業
高
写
真

部
、美
術
部
、家
庭
部
作
品
や
成
果

教
室
）　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分

大
人
＝
４
０
０
円
、高

校
生
＝
３
０
０
円
、小
・
中
学
生
＝

２
０
０
円

と
よ
ま
振
興
公
社

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
５
６
６

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
令
和

３
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ

た
旧
登
米
町
、旧
東
和
町
、旧
米
山

町
、旧
石
越
町
、旧
津
山
町
の
持
続

的
な
発
展
を
支
援
す
る
た
め
、登

米
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

（
令
和
３
年
度
〜
７
年
度
）を
策
定

し
ま
す
。計
画
策
定
に
あ
た
り
、計

画
素
案
へ
の
意
見
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
迫

庁
舎
２
階
）、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、各
総
合
支
所
、各
公
民
館
・
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

「
登
米
市
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画（
素
案
）

に
対
す
る
意
見
」と
明
記
の
う
え
、

郵
送
、持
参
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、送
付

く
だ
さ
い（
様
式
自
由
）

※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま

せ
ん

※
意
見
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、住
所
、

氏
名（
団
体
な
ど
の
場
合
は
、所
在

地
、名
称
、代
表
者
名
）、電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、提
出
く
だ
さ
い

※
提
出
さ
れ
た
意
見
と
意
見
に

対
す
る
考
え
方
は
、後
日
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す

※
提
出
さ
れ
た
意
見
は「
登
米
市

個
人
情
報
保
護
条
例
」に
基
づ
き

適
切
に
取
り
扱
い
ま
す

８
月
13
日（
金
）ま
で

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１
／

０
２
２
０（
３
４
）４
６
５
５

死tom
esoukaihou@

gm
ail.

com※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

教
員
免
許
状
を
有
す

る
人

随
時常

勤
＝
月
額
21

万
６
１
１
２
円
か
ら
／
非
常
勤
＝

１
時
間
当
た
り
３
３
６
０
円

石
巻
・
登
米
地
域
の

小
・
中
学
校

※
勤
務
期
間
や
勤
務
内
容
な
ど
は

面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す

県
東
部
教
育
事
務

所（
教
育
学
事
班
）

☎
０
２
２
５（
９
５
）７
０
９
６

☎☎

❶
❷

▶
▶ ❶ ❷

▶
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さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
自
分
の
家

族
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
が

い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た

ち
を
家
庭
に
迎
え
入
れ
、健
や
か

な
育
ち
を
応
援
す
る
、そ
れ
が
里

親
制
度
で
す
。　

８
月
22
日（
日
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時

迫
公
民
館（
大
会
議
室
）

❶
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

30
分
、里
親
制
度
に
つ
い
て
の
説

明
、里
親
体
験
談
❷
午
後
２
時
40

分
〜
４
時
、個
別
相
談

※
個
別
相
談
だ
け
の
参
加
も
可
能

で
す

み
や
ぎ
里
親
支
援

セ
ン
タ
ー
け
や
き

☎
０
２
２（
７
１
８
）１
０
３
１

情
報
」の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

通
知
を
受
け
取
り
た
い
地
域
の

住
所
情
報
を
登
録
す
る
こ
と
に
よ

り
、そ
の
地
域
が
停
電
や
復
旧
し

た
場
合
に
自
動
的
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。東
北
６
県
と
新
潟
県
の
中

で
、最
大
10
地
点
ま
で
登
録
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

※
利
用
す
る
場
合
は
ア
プ
リ
ス
ト

ア
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ

い（
無
料
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

】東
北
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

０
１
２
０（
１
７
５
）３
６
６

ん
。

８
月
18
日（
水
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

登
米
祝
祭
劇
場（
大
ホ
ー

ル
）

登
米
市
福
祉
事
務

所
生
活
福
祉
課（
福
祉
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

　

東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は

停
電
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ

す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

「
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
停
電

　　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、２
０
１
８

年
度
か
ら
関
係
各
社
と
自
動
運
転

バ
ス
の
実
用
化
に
向
け
て
実
証
実

験
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
の
成
果
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
試
乗
会
を
開
催
し
ま
す
。

気
仙
沼
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ

柳
津
〜
陸
前
横
山
駅
間
の
専
用
道

で
実
運
用
を
想
定
し
た
環
境
を
構

築
し
、自
動
運
転
走
行
、障
害
物
検

知
に
よ
る
自
動
停
止
、対
向
バ
ス

と
の
交
互
通
行
な
ど
を
体
験

無
料

９
月
14
日（
火
）〜
19
日

（
日
）❶
午
前
10
時
〜
11
時
❷
午
前

11
時
〜
正
午
❸
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分
➍
午
後
２
時
30
分
〜
３

時
30
分
❺
午
後
３
時
30
分
〜
４
時

30
分

各
12
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま

す
。当
選
の
発
表
は
案
内
状
の
発

送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す

※
当
選
の
権
利
は
応
募
者
、同
伴

者
と
も
に
本
人
に
限
り
有
効
で
す

郵
便
は
が
き
に
試
乗

希
望
者
の
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）、年
齢
、電
話
番
号
、

試
乗
希
望
日
時（
第
３
希
望
ま
で

記
載
可
）、同
伴
者
が
い
る
場
合
は

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

同
伴
者
の
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、年

齢
を
記
載
の
う
え
、「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
自
動

運
転
試
乗
会
事
務
局
」宛
て
送
付

く
だ
さ
い

※
試
乗
対
象
は
小
学
生
以
上
で
す

※
小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
を
お

願
い
し
ま
す

※
同
伴
者
は
１
人
ま
で

※
乗
車
の
際
に
介
助
が
必
要
な
場

合
は
そ
の
旨
を
記
載
く
だ
さ
い

※
参
加
者
は
、現
地
で
の
簡
単
な

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
く
だ
さ
い

８
月
６
日（
金
）ま
で

※
当
日
消
印
有
効

〒
１
６
３
―
８
６
９
６
／
新
宿
郵

便
局
留
め「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
自
動
運
転
試

乗
会
」事
務
局

☎
０
３（
６
３
０
４
）５
１
７
０

※
７
月
19
日（
月
）〜
９
月
19
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
９

月
18
日（
土
）、19
日（
日
）以
外
は

平
日
の
み
の
対
応

　

県
は
、統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

自
由
で
す
。た
だ
し
、小

学
４
年
生
以
下
は
、児
童
が
観
察

し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の

▼
小
学
１
・
２
年
生
の
部

▼
小
学
３
・
４
年
生
の
部
▼
小
学

５
・
６
年
生
の
部
▼
中
学
生
の
部

▼
高
等
学
校
以
上
の
学
生
お
よ
び

一
般
の
部
▼
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ

フ
の
部

72
・
８
㌢
×
51
・
５
㌢（
Ｂ

２
版
）

９
月
３
日（
金
）必
着

県
企

画
部
統
計
課（
企
画
普
及
班
）

〒
９
８
０
―
８
５
７
０
／
仙
台
市

青
葉
区
本
町
３
―
８
―
１

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
４
５
１

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

人
々
を
追
悼
し
、恒
久
的
な
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、戦
没
者
追
悼

式
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、人
数

を
制
限
し
、ご
遺
族
の
参
列
は
、市

遺
族
会
加
入
者
限
定
と
な
り
ま

す
。

一
般
参
加
者
の
参
列
は
で
き
ま
せ

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除（
全

額
免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、

納
付
猶
予
、学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
人
と
比

べ
、老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受

け
ら
れ
る
年
金
）の
受
け
取
り
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
す
る
た
め
に
、免
除
な
ど

の
期
間
の
保
険
料
は
、10
年
以
内

で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、免
除
な
ど
の
承
認
を

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る

場
合
、当
時
の
保
険
料
額
に
一
定

額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
は
、古
い
月
の
も
の
か
ら

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
、次
の
点

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◉
一
部
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、納

付
す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
追
納
が
で
き
ま
せ

ん
。

◉「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

が「
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期

間
」よ
り
先
に
経
過
し
た
月
分
で

あ
る
場
合
は
、ど
ち
ら
を
優
先
し

て
納
め
る
か
選
択
で
き
ま
す
。

　

追
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、相

談
く
だ
さ
い
。

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

➊

➋

➌

㊌

㊐

◉
❶ ❷
❸ ❹

☎

㊌

㊐

◉

❶
❷

　❸
　

☎

㊏

◉

☎
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９
月
17
日（
金
）

と
よ
ま
振
興
公
社

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
８
７
０

８
月
24
日（
火
）❶
午
前

９
時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸

午
後
１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時

〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す

８
月
４
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

登
米
保
健
所

■　
　

ひ
き
こ
も
り
や
思
春
期
に
関
す

る
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

８
月
23
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

登
米
保
健
所

氏
家
靖や

す

浩ひ
ろ

氏（
仙
台
大

学
／
精
神
保
健
福
祉
士
、公
認
心

理
師
）

■

無
料

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

登
米

保
健
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

後
４
時
30
分（
土
日
、祝
日
、年
末

年
始
を
除
く
）

登
米
市
消

費
生
活
相
談
窓
口（
市
民
生
活
課

内
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

■
　

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
問
題
を
抱

え
る
人
の
家
族
が
、病
気
の
治
療

や
回
復
の
過
程
、依
存
症
に
よ
る

問
題
行
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て
学

び
合
う
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

飲
酒
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ

ル
な
ど
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
人

の
家
族

　

宮
城
県
登
米
高
等
学
校
は
大
正

９
年
４
月
１
日
に
創
立
。現
教
育

資
料
館（
旧
登
米
高
等
尋
常
小
学

校
の
二
号
校
舎
）で
授
業
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
に
創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
、（
仮
）企
画
展「
宮
城
県
登

米
高
等
学
校
創
立
１
０
０
周
年
」

を
開
催
し
ま
す
。

主
に
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示

教
育
資
料
館

】登
米
高
に

関
す
る
古
い
資
料
な
ど
を
持
っ
て

い
て
、展
示
に
協
力
で
き
る
人
は
、

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
２

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

が
い
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

８
月
27
日（
金
）午
後
１
時

〜
４
時
10
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

開か
い

発ほ
つ

健け
ん

次じ

（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料（
要
電
話
予
約
）

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に

伴
い
、悪
質
な
訪
問
販
売
や
勧
誘

行
為
、契
約
や
取
引
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
・
多
重
債
務
な
ど
、消
費
生

活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

増
え
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
被
害

や
不
安
、苦
情
の
相
談
を
専
門
の

相
談
員
が
受
け
付
け
、問
題
の
解

決
や
未
然
防
止
に
向
け
て
の
手
助

け
を
し
て
い
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
り

ま
す

午
前
８
時
30
分
〜
午

　

８
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

「
ふ
る
さ
と
花
火
in
長
沼
」は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

を
鑑
み
、開
催
を
中
止
し
ま
す
。

長
沼
花
火
実
行
委

員
会

☎
０
９
０（
１
０
６
３
）９
２
０
２

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、令

和
３
年
に
限
り
祝
日
が
移
動
し
ま

す
。市
役
所
開
庁
日
が
変
更
と
な

り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

令
和
３
年
度
就
学
義
務
猶
予
免

除
者
な
ど
の
中
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

国
語
、社
会
、数
学
、

理
科
、外
国
語（
英
語
）

９
月
３
日（
金
）

10
月
21
日（
木
）

県
行
政
庁
舎
16
階

１
６
０
１
会
議
室
／
仙
台
市
青
葉

区
本
町
３
丁
目
８
―
１

教
育
委
員
会
教

育
部
活
き
生
き
学
校
支
援
室（
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
６

　

自
動
車
産
業
や
食
品
製
造
な
ど

の
工
場
見
学
と
工
場
な
ら
で
は
の

「
も
の
づ
く
り
」を
体
験
で
き
る

親
子
向
け
イ
ベ
ン
ト「
お
お
さ
き

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
近
隣
の
直
売
所
な

ど
で
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

７
月
25
日（
日
）〜
９
月
４

日（
土
）参

加
企
業
の
工
場（
現
地

集
合
）

※
開
催
日
、会
場
な
ど
詳
し
く
は

県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

県
北
部
地
方
振
興

事
務
所（
商
工・振
興
第
一
班
）

☎
０
２
２
９（
９
１
）０
７
４
４

　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

な
ど
を
専
門
知
識
を
持
つ
支
援
員

に
相
談
で
き
ま
す
。相
談
は
無
料

で
す
。秘
密
は
守
り
ま
す
。

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（令和３年６月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,605 9,636 10,176 19,810 （19）

登米 1,770 2,224 2,379 4,603 （▲14）

東和 2,279 2,904 2,990 5,894 （▲17）

中田 5,256 7,561 7,817 15,378 （5）

豊里 2,132 3,126 3,196 6,322 （▲4）

米山 2,843 4,327 4,412 8,739 （▲7）

石越 1,540 2,280 2,285 4,565 （3）

南方 2,730 4,057 4,229 8,286 （▲26）

津山 1,129 1,475 1,601 3,076 （▲9）

合計 27,284 37,588 39,085 76,673 （▲50）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

　夏期は、行楽や帰省などで、長距離・長時間運転する機会
が増えます。体調管理を万全にし、適度な緊張感とゆとりを
持った運転が交通事故の防止につながります。

（令和３年６月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ３ Ｒ２ 増減数

人身事故
発生件数 41件 68件 ▲27件

死者数 0人 1人 ▲1人

負傷者数 46人 86人 ▲40人

物損事故
発生件数 709件 552件 157件

※Ｒ３年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

令和３年
累計

前年同月

●

　▶
　▶
　▶

  
　▶
　▶
　▶

　  　　

☎

㊋

㊋

㊋

㊋
☎



　

平
成
23
年
４
月
に
入
社
し
、
清

掃
員
兼
介
護
員
と
し
て
勤
務
10
年

を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
は
、
利
用

者
の
介
護
補
助
業
務
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

利
用
者
の
出
迎
え
、
お
茶
の
提

供
、
入
浴
後
に
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
か

け
て
あ
げ
る
こ
と
な
ど
が
佐
藤
さ

ん
の
主
な
仕
事
。

　

佐
藤
さ
ん
は「
人
相
手
の
仕
事

な
の
で
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
か
け
で
け

が
な
ど
さ
せ
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

い
つ
も
笑
顔
で
相
手
の
目
線
に

合
わ
せ
て
対
応
し
て
い
る
佐
藤
さ

ん
は
、
利
用
者
か
ら
か
わ
い
が
ら

れ
、
慕
わ
れ
て
お
り
、
真
面
目
に

頑
張
る
姿
は
、
同
僚
た
ち
の
励
み

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は「
日
頃
か
ら
感
謝

し
て
い
る
親
の
介
護
が
将
来
で
き

る
よ
う
、
介
護
の
資
格
を
取
得
し

て
仕
事
に
も
生
か
し
て
い
き
た

い
」と
意
欲
的
に
話
し
ま
す
。　

　

平
成
23
年
４
月
に
入
社
し
、
勤

続
10
年
。
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務

と
リ
サ
イ
ク
ル
分
別
作
業
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
整
理
整
頓
を
心
掛

け
、
効
率
良
く
仕
事
を
こ
な
せ
る

よ
う
工
夫
し
て
お
り
、
几
帳
面
な

佐
藤
さ
ん
の
性
格
が
仕
事
面
で
生

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
笑
顔
を
絶
や

さ
ず
、
真
面
目
で
明
る
く
、
後
輩

の
世
話
も
し
っ
か
り
見
る
の
で
、

頼
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

温
厚
な
性
格
で
、職
場
で
は「
だ

い
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
み
ん
な

が
笑
顔
で
声
を
掛
け
ま
す
。

　

天
気
が
良
い
日
は
、
中
田
町
か

ら
勤
務
地
の
迫
町
ま
で
自
転
車
で

通
勤
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は「
危
険
な
業
務
も

多
い
の
で
、
安
全
に
気
を
付
け
な

が
ら
仕
事
を
続
け
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
皆
さ
ん
の
役
に
立
て
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
ひ
た

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

　

平
成
22
年
10
月
に
入
社
し
、
勤

続
11
年
目
。
主
に
廃
タ
イ
ヤ
の
処

分
業
務
を
担
当
。
工
場
内
の
作
業

は
全
て
こ
な
せ
ま
す
。
ホ
イ
ー
ル

を
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
で
外
し

た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
タ
イ
ヤ
を

降
ろ
し
た
り
と
力
仕
事
も
こ
な
し

て
い
ま
す
。
同
僚
た
ち
の
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
で
、
厚
く
信
頼
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

及
川
さ
ん
は「
こ
れ
ま
で
た
く

さ
ん
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
て

き
た
の
で
、
そ
の
方
々
に
い
つ
か

恩
返
し
を
し
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　

及
川
さ
ん
は
、弱
音
を
吐
か
ず
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
日
々
取
り
組

み
、
ど
ん
な
仕
事
に
で
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
、

安
全
第
一
に
仕
事
を
す
る
真
面
目

な
性
格
。

　

職
場
で
は「
社
員
の
模
範
な
の

で
、
長
く
職
場
に
勤
め
て
も
ら
い

た
い
」
と
人
材
育
成
に
も
必
要
な

存
在
と
頼
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
６
月
に
入
社
し
、
勤

続
10
年
。
施
設
内
外
の
清
掃
業
務

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
悪
天
候
の

日
も
30
分
の
道
の
り
を
、
勤
務
を

休
ま
ず
徒
歩
通
勤
し
て
い
る
真
面

目
な
性
格
で
す
。

　

優
し
く
て
、
親
孝
行
で
も
あ
り

ま
す
。

　

施
設
内
の
掃
除
機
が
け
、
建
物

外
周
の
ご
み
拾
い
や
清
掃
、
冬
場

に
は
除
雪
に
も
配
慮
し
て
、
お
客

さ
ん
や
同
僚
た
ち
の
安
全
な
足
元

確
保
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
対
策
が
必
要
な
今
、
施
設

で
は
清
潔
さ
が
よ
り
重
要
で
す
。

「
施
設
の
顔
と
な
る
玄
関
は
、
特

に
念
入
り
に
清
掃
し
て
い
ま
す
。

細
や
か
な
気
配
り
の
で
き
る
佐
々

木
さ
ん
の
働
き
ぶ
り
か
ら
、
一
生

懸
命
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
」
と

同
僚
た
ち
は
話
し
ま
す
。

　

佐
々
木
さ
ん
は「
日
頃
か
ら
健

康
管
理
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
担
当
業
務
を
し
っ

か
り
こ
な
し
て
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

31 302021.8



編

集

後

記

▼「
お
か
え
り
モ
ネ
」の
映
像
を

通
じ
て
目
に
す
る
登
米
市
の
樹

木
・
川
・
田
園
風
景
・
山
々
の

景
色
か
ら
、豊
か
さ
と
は
何
か

と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す
。自
然
環
境
、五
感
、脳
科
学
、

行
動
、体（
健
康
）、栄
養（
食
）、

所
作
、言
葉
、表
現
。万
物
流
転
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
学
び
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
髙

橋
）

▼
取
材
の
た
め
、市
民
バ
ス
へ

乗
車
。普
段
は
車
で
走
っ
て
い

る
道
で
も
、バ
ス
の
車
窓
か
ら

見
え
た
景
色
は
と
て
も
新
鮮

で
、初
め
て
目
に
す
る
も
の
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。な
か
な
か

遠
出
が
で
き
な
い
中
で
も
視
点

が
変
わ
る
こ
と
で
、ち
ょ
っ
と

し
た
旅
行
気
分
を
味
わ
え
る
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。（
三
浦
）

▼
佐
沼
高
で
開
か
れ
た
講
演
会

を
取
材
。林
業
の
最
前
線
で
活

躍
す
る
講
師
か
ら
の
講
話
に
、

生
徒
た
ち
は
真
剣
な
眼
差
し
で

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。初
め

て
聞
く
林
業
の
実
情
に
、取
材

を
通
し
て
勉
強
に
も
な
り
ま
し

た
。佐
沼
高
の
苗
木
た
ち
と
と

も
に
、自
分
も
未
来
に
向
け
成

長
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
し
た
。（
佐
々
木
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　「登米町に住んでいたころから、母親と雲の話を
したり空を眺めたりすることが好きだったので、
幼いころから天気に関わる仕事には興味がありま
した」と、話す今野さん。
　「好きなものはとことん極めたくなる性格」と話
す通り、大学在学中に気象予報士資格を取得。東京
で就職したのち、「この資格を地元で生かしたい」
と気象予報士として2019年にTBC東北放送へ就
職した。仕事は気象を予測するだけでなく、キャス
ター自ら取材し、番組コーナーの題材から構成ま
でを全て一人で考えることもある。
　仕事は多岐にわたるものの、インタビューした
内容が気象予報士の仕事に生かされることも多
い。天気や気温を数字とマークで伝えることが基

本の天気予報だが、「そのさらに奥にある情報を伝
えたいと思っています。取材で現地の人たちから
聞いたその土地ならではの情報には、いつも助け
られています」と、現場の声を大切にする。
　始めは苦手だった取材も、回数を重ねるうちに
「好き」に変わった。「これまで興味を持たなかった
ことでも、調べてみると面白いんです。新しいこと
にどんどん挑戦できるところが今の仕事の魅力で
すね」。登米市については、「北上川や森林など自然
が多く、ホタルも見られるなど、すごく魅力が多い
土地。いつか登米市でロケできることを楽しみに
しています」と、地元での取材を夢見る。
　登米の自然で育まれた感性を生かし、天気と元
気を届けていく。

Profi le


	315号_1
	315号見開き_2-3
	315号見開き_4-5
	315号見開き_6-7
	315号見開き_8-9
	315号見開き_10-11
	315号見開き_12-13
	315号見開き_14-15
	315号見開き_16-17
	315号見開き_18-19
	315号見開き_20-21
	315号見開き_22-23
	315号見開き_24-25
	315号見開き_26-27
	315号見開き_28-29
	315号見開き_30-31
	315号_32

